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醸造學 に 關係深い 酵素 の 化學力學 に 就 て   二 報 ）

曜

　　　　　　　　　　　　些響霜暫講讐肇農學士 中 島 顯 三

　　　　　實驗結 果 に對す る數式の 適 用

　 既に記 しナこ様に 酵素作用の結果に數式の適用 を試み た もの は甚だ多 い 。 著者 も亦上記實驗

は 何等かの數 式を以て反 應速度 を表 し得 るか と思つ て先づ 從來の 各種の數式 の 應用を して み

た が 何れ も不満足 であつ た 。 そ れで更 に滿足 な反應 式 を得 よ うとして 吟味を繼續 した 。

　　（i）　中村氏 反應式の 適用

T ・yp… に よる … e・・ 蝋 了・於て 款 反 應式÷。 （。≒、
＝＝　K の適合が可良・ あ・ ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o ），
しナこの は Rona 及 Kleinmann 氏 で次 に中村氏は上記 二次 式 と從來適合性 大で あ る とし

礦 ・認・ ・れて ・… 跏 氏 漁 ・毒一一 K ・か 藁 。 （a
一

潔）
＝・K な ・新・應 … ？つ

くり pepsin及 trypsin に よ る各種の大麥 蛋 白質の分 解結果に應用 して よ く適合す る としそ

れ に よつ て種類を異にす る大 麥蛋白質の差異を論 じた D 同氏の 結 果は上式に よ く適合す る け

れ ど もその適用範圍は狹 く概 ね 20％以 内の 分 解結果で あつ て 蛋 白質の 分解に一般に廣 く遖合

す る か ど 5 か或 は叉
一暦適 合度の高 い數式 が存す るか ど うか は更に吟味を必要 とす る o 私は

上記の結果に中村氏式の 適用吟味を試みてみナこ。

　 この 式の適用 に當つ て 先づ K 及 K ’ を算 出す るた め には最小自乘法を用ひ る 。 即 ちこの式

より先づ

　　　　　　　legK＋ Ktlogt＝・1egbe− lo　ga − log（a − x ）……一 ・」……（1）

を得る 。
κ を％で示す ときは a ＝＝10Qである 。 右邊は 既知數 であつ て これ を ‘ とすれば tの

各項 に對 して legK ＋ Ktlogt・＝・c を得 る 。 實驗項數 を 毎 とすれ ば

　　　　　　nle 　gK ＋ 〔logt］Kt＝ 〔‘ ］

　　　　　　［logt］lagK＋ 匸（legt）
2
］Kt ＝ ［lagt　x ‘］

なる　normal 　equation を得 る。 この聯立方程式か ら Kt，
10gK を算 出す る こ とが出來 る。

上の 如 く して得 た logK
，　K ’

及 t，a を（1）式に挿入す る と夫 々 の t に對 す る x の 計算値を算

出す る こ とが出來 る 。 か や うに して 得 た K及 K ’

の値 及 それ に よつ て 求めた 「計算値 と實験

値 との差」 などを次 の各表に示 す こ とにす る 。

　（1）　Biochem ．　Zei  140， 17　（1923）．
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G 王yeinin

變性glアeinin

　　 Pa皿 eatin 一 液

　 〜 ＿■■画 ■ 圏 口h 、
分解範園　 　 K 　 　 　 Iくノ

　 　 　 　 　 　 　 　
ー

｛

13。26−57．76　1．0772・100 ．292365

13．42−86 ．23　4．4891 ・宦0　　1，18015

　　　　　恥 喘 液

醯造學に闘係深い 酵素の化學力學に就て

　　　　　　　　　 表　
’
　 X

表話 幻
一 K

　　　　　R 画 士 液

〜

　　分解範園　　　K 　　　　Kt
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

− fi

　 　 9．B2d69．26 　　　7．035・10　　　0．99974

，1。　 　
唱
坤 暢 液

ノ 嘲■圏 ■ ■ 隔駒＿ノ 丶  一“ 囗顧 ■一 一眠
分解範園

39．54−73．74

68．41−85．50

　　　　　　　　　・  齟 ゐ液

　 　 　 　 　 　 　 　 〆
欄■ ■ 馳 ■隔 一ノ〈 ＿■齶画 卩 卩 一 繭 丶

　　　　　　　 分解範園　　 1（　　　 K ’

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
− 4

　　　　　　 50．08−95．  　　　4．726
・亘0　　　1．C4126

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 − 4

　　　 　　　 5：．80−9627 　　　2．B31 ・10　　　L27443

　　　　　　　　　　　跏 ・噛 液

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ！
嘲鴫■ 馳 一 嘲一ノ！＼ ＿一■ 劇凵 卩 騨一’・

　 K 　　　　K ！

　　 分解範園　　K 　　　 K ’

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
− 3

1．599066・10　　0．47712 　　36．B7−65 ．89　2 ，2353 ・10　0．36031

　8．3226・10　0．34238　　57．53−85．98　3．3529・10　0．48560

　　　　　　P ・p…
tl 液

分解範圍

31．87−73．54

　 K

　 　 　 　 −4
8．9972 ・10

ノK

に53部α

分解範圍

20．06・・63．59

以上 の恒數 を以て計算値等 を算 出すれ ば次 の如 くで ある ・

　　　　　　　　　　　　　　　 表　 　　 XI

　　　　　　蹂 噛 液 蜘

時間（分）

實馴 直

計算櫨

差 　△

　 △
2

15　 　 30

9．82　　 18．50

9．54　　17．08

60 　 　　 90　 　 　120

29．29 　　35，57　　　45 ．4且

29．66 　　38．74　　　45 ．74

18055

．3055

．84

　 K 　 　 　 　 　 　K ！

　 　 　 　 −4
4．4188・10　　　　　0．63361

240　　 300

63．43　　　6929 　
1

62，77　　　 67．82

計

　

　

　

［

差

ー
ー

　

　

　

n

　

　

　
　
　

　

　

　

n

　

　

　

e

　

　

　

y

　

　

　

蝸

　

　

　

ぐ

　 十〇．28　　　十L42　　　−O．37　　−3，盟7　　　−O．34　　　−0．54　　　　＋O．66　　　＋L4 ？

　 O．0784　2．0164　0」1369　 10．0489　0．1089　α2916　 0．4356　2、1609

　　　　　　　　　　　　 表　　　 XII

　　　    噛 液

時間（分）　15　　 30　　 45　　 60　　 90　　 ！20　　 1SO　 240

實驗 甫直　　50．C）8 　　61，85 　　69 ，07　　73．80　　8125 　　86．88 　　90 ．7e　95．24

言セ算二値　　43．63　　62．（）0　　71．33　　77ρ5　　83．66　　87 ．36　　91．33　　93．43

＋3．83−4．41 ＝
−O．58

15．2776

計

　 △　　十6．45　　　0．15　　−2．26　　　−325 　　−2．41　　−O．48　　−O．63　　十L81 　　　十8．26−9．18；−092

△
2　　41メ6025　0X）225　　5．1076　10．5625 　5．8Q81 　0．2304　0β969　3、2761　　　67．CO66
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變　　性
glycin三皿

．

實驗値　　51．80 　　66．57　　7222

言卜算値　　47．19　　68．37　　78，3ア

83，2083

．9590

．G889

．7694

．6492

．6795

．8595

．3996

．2796

．84

差 　　△ 　　−4、61　　−1．80　　−6．15　　層α75

　△
！
　　　L2521 　 3．2400　37．82250 ．562513 翻 緇 鵡 t灘 7 ・−2・°1

9
表 XIII

・− a…
81。液

丶

GI ｝
Teinin

時間（分）　！5　 30　 45

　　13．26　　19．81　 26．CO

　　11．59　　19．92 　26．56

6030

，1032

．05

　go39

．6440

．69

12044

、8847

．28

：ε054

。9756

．60

24062

．7262

，98

30066

．9667

．64

36075

．767

！．22

f
「三
卩

樊　　性
glyainin

　　＋L67 　 −0．11　 −0．56

　2．78890 ．012rO ，3136

實驗櫨　13，4220 ．0924 ．92

言幸算二f直　　　9．88　　19．91　28，63

一L953

，8Q2532

．4736

．Q3

一1．051

」 02543

．0047

．61

一2．405

．760053

．1656

．07

　一1．63　　−026

2．65690 ．0676

　6生79　　76．42

　67．3！　　74．30

一〇．680

．462481

．98

　79．00

＿4．5420

．611586

．23

　82 β5

十1：67−・13．18
　　＝＿11．5旦

　37．5781

Glyci 翼lill

差　　△ 　　
−3．54 　十〇．18　−3．71　−3．56　−4．61　−2．91　−2．52　十2．13　十2．98 　十3．88

△ 2
　12．53160 ．3240　13．7641　12．673621 ．2521 　8．46816 ．35044 ．53698 ．880415 ．0544

Papain

時間て分）

實驗値

計算値

　】539

．5436

．67

　1
了03042

．5244

．63

−2．11

表

45　 　 60

50．19　51．83

49，45　　52．87

XIV

90 　　 120

54．78　 61．60

　57，60 　　60 ．96

18063

．6765

，46

24069

，5968

．49

300　　 360

71．37 　 73．74

70．74　　72．52

1＋9。17．2q85
　　　＝−1L68
　　　103，8356

變　　性
91yciuin

を
曽
肩

差　△

△
2

十2，878

．236968

．416Z77

4．452171

．6872

，73

十〇．740

．547676

．1975

．39

＿1．041

．081677

．1277

．17

　一2．82　 ＋O．64

7．9524 　0AO96

79．29　 80．85

79．52　　81．08

一1．793

，204182

．4183

．t2

｝1，101

．2100852084

．46

．
ト0．630

．396985

．5085

．44

十1221

．48841

　十7．20−7，66
　　　＝−O．56
1　　2a9796

　十〇，64 　　
−LO5　　十〇．80 　　−0 ．05 　−O．23　　−023

0．4〔）96　1．1025 　十〇．6400　0．0025　0．0529　0．0529

　　　　　　Papaln
　 　 　 　 　 　 　 ’

時間（分）
’

15

表

Glyeinin

　12
〔｝

30　　 45　　 60

43．24　　46．64　　51．eg

43．22　 46 ．84 　 49 ．・：3

XV

36．873Z23

90　 　 120

　53．75　54．34

53．07 　 55 ．65

一〇．710

．5041

18058

．7859

．22

十〇．74　　十〇D6　　−

0．54760 ，0036

24059

．7961

．69

30Q64

．4163

．54

36065

．8965

，08

「　十2．24−2．27
　　　　＝−0．30
　3。3157

計

　
一〇．36　　＋O．02　　−0．20　　＋1．66 　　＋O．68　−L31 　−O．43　　−1．90　　＋0β4　　−−O．81

0．1296 α00040 ρca⊂）2．75560．4624　1．71610 ，18493 ．6lOO 　O，70560 ．65611

　十4．01 −4．20
　　　　＝−O．18
　ユ0，2602
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變　 性

glyeini皿

　　　　　　　　　 醸造學に闘係深い 酵素の 化學力學に就 て

實驗 値 57．5362 ．9766 ．2470 ・4374 ・7578 ・0581 ・3281 ・63 ・84・4385 ・98

計算値 55．5363 ．6268 ．0471 ・OO　 74・8877 ・428 α5282 ・76842585 ・30

差 　△

△ 2

晧問 （分 ）

實驗 値

計算値

十2．00 　　−0．65 　　喟L80 　　−057 　−O．13　　十〇．63　　十〇．80　　−1，13　　十〇．18　　十〇．59

4．00 　　0，4225 　3．2400　0．3249　0．0169 　0β969 　0，6400　L2769　0．0324　0．3481

　　　　　　　　　表　　　 XVI

・・p・・漏
　15　　　30　　　45　　　60　　　90 　　　重20 　　　180　　　240 　　　300　　　360

31，87　39．65　43．54　52．09　53．04 　56．38　66．C8　フ0．75　72 ．46 　73 ．54

30．5乳　39．66　　45．51　49．71　55．6正　59．72　　65．28　　6897 　7L71　　73．83

十420 −428
　 　 ＝ −0ρ8
10．6986

計

變 性1
帥

僚 膿轟罵 磊薦畆 識 搬ll篇掘詳

　　　　　　　　・・p・n 歯
　　　　　　　　 20，06 　　27，64 　32 ．65 　　36，38　　44．QO　　45．09 　57ρ6　　60 ．48　　61．57　　63．59

　　　　　 　　 19．72　27．60　33．02　37．17　43．34　47．85　5426 　58．74　62．12　64．80
變　 性　 　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　．　　　　　　 　　　　　 一 一一
gly ・i・i・

△ ＋O．34 、。．08 ．。β7 −0．79 ｛・．66 ．2．76 、2．80 ＋1、74 −・O．55 − 1．21 ・5．62 −5．68
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＝−0．06
　　　　　 　　0．11560 ，00640 ．13690 ．6241　0，4356　7．61767 ．840Q　3．02760 ．3025　1．4641 　　2L5704

’t一の 篏 よ り ・ ・．・・… ゾ鷺 によつ て ，，。b、ble　e・… を剿 ・しra・・ と共 に併記 すれば

次の如 くで ある 。 probable　crror を P．　E 　lこ て 示 す こ と N す る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 表　　　 XVII

　　　　　　　　　・喞 ゐ 　 　 P・ n ・・ e・・噛 　 　 同 諭
　　　　　　

一

一 E ．
尸

一
鑰 ．　

尸
一
轟 E

ely・i・i・ ＋3．8。−3．93 ＝ −O．13 ± 1．OS ｝8濁 一乳 ！8＝−O・92 土 2・23 ＋1・67−13・18 ＝−1L51 ± 1・46

變性 gly・i・in 　 　 − 　 一 　 ÷7．36−9・37… 　一一2・0・1 ± 2・26 −9・1フー20・85 ＝−11・68 士 2・43

　　　　　　　　　　Pa ・・喘 　 　 P ・pa・・h 　 　 恥 喘
　　　　　　

一 一
質 E

戸
一

蒲 ，　
ρ

一 ．

　 Glycini．n 　　　＋7．20−7．76＝−O．56　」：1．05　＋4．01−4．20 ＝
−O．18　± O．76　　　　　　　　　

−
　　　　　　

一

　變 性 gly ・inin　＋2，24−2 ．27 ＝一。．03 ± 。．46 ＋4．20−4・28・＝−O・08 ±。・78 ＋7・°5−7・5s＝n ・53 ± 1・32

　　　　　　　　　　… a・・ゐ
一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Σ△　　　　　 P ．E、

　 Gl アcinin 　　　　　　　　　− 　　　　　　　　　　　　
一

　 變性glyeinin 十5．62−5．68 ＝ −O．06 ± 1．11
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一俵 ・・・・・… 灘 ・1・・… の 樋 鱇 に よ る 分 解繍 琳 r麒 乱 （蓉 ）
− K 韆

用 した 結果 に つ いて吟味 して み た い 。 　Pepsin 及 paPain に よ る 分解結果は 何れ も1F員の 差

の 計は 1以下に して probable 　error も亦滿 足な1直を示 して ゐる。 即 ちpepsin 及 papain に よ

・ ・1・・・… 及 變性 ・1・・i… の蠏 ・ 盞。 （a − x ）
一… 從・ … 認めて 可 ・ ・ 然 ・

pancreatinに よ る分 解結果は 上記の 如 く probable　 error は pepsin及 papaln の 結果 に於ける

もの よ りは格段に大き く叉差の計は可な り甚 しく員の
一方に 偏 して ゐて 完全 な適合 とは認

め難 い 。 私は こ S に 於て pancreatinに よ る glycinin及燮性 glycininの分解は この 式の 外 に

一
暦適合度の高い數式があるか も知れぬ と考ふ るに至つ た 。

　　　　 （ii） 適合實驗式の 探索吟味

P・… e ・t・・ に よ る蠏 結果 ・… P… 　… pa・… と・異 鰍 ・丸 て乙 
一K 式の適

合をみ なか つ たで あ らうか 、 この詮素は暫 く措き茲にはい か なる數式によつ て 　pancreatin

に よる分解速度 を表示 し得 るかを探 索 して みや う。

糧 毒 、
＝・K… ；で K … 1 とす ・ … ÷ h，漏

一 K ・な嫩 ・・に・者 ・吟 味

しナこ以上後者を吟味す る 必要 は な い 。 その 他の 數式に つ い て 吟味 しや う。 　 Arrhenius氏 の

÷一

璽 蝌 倆 氏の圭一 K 式・・つ い ・・ 漁 氏法 欄 俶 應式 ・ して 同法則 と

共 に否定 しナ・力磁 に は吟味 の ・嵶 ・な い ・

一
掫 應 式t・る ÷

．
ん・義 魂 髄 肌 て

み ナこ處 その K の値は可 な り不
一

致 で あつ た 。 然 しこの式に基 い て次 の や うな 各種の 假想式 を

以 て 計算 した處割合 よ く
一一・ikす る K の値を得 た 。 こ の 他 に も私は少 くとも pancreatin の結果

に
一
般的に齢 す 蹶 式 を鯢 しや うとし絶 ・ の數式 樋 肌 てみ ナ・が鍋 ÷1・・1・・論

鴫 毒暢 無 K ・纛 ・・
“年 K の ・・が ・ の 中 で最 ・よ ・ 糀 示 ・t・…

の結果 は次の 如 くで ある 。

　　　　　　　　　　　　　　　 表　　　 XVIII

　　　　P 。ncr 、tin−」L
　 　 　 　 　　 　 　 200

　　　　　　　　　　　 Glyeinin 　　　　　　　　　　　　　　　　　 變性glyeinin
　 　 　 　 　 　 　 − L　　　　　　　　　 − −

　　t・恥 　｝駒 嵩 読・・嵩 論 ，
…嵩 x

．÷卿
δ≒読・・嵩 編 、

・・論

　 　 15　　　50．08　　　0．02366　　　0P7791 　　 0．e6624 　　
’
　51．80 　　　0．02486　　　0P8183 　　　0．Q6958

　（1）　Journ．of 　Faeulty，　Agr．　Hokkaido　Imp．　Univ．，　Vol．　XXVIH ．　Part．2（1930）．
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5Q2

30456090120180240

t（分）x

鰺

3・

娼

6・

’・

駕

鬻
踟

59．6269

．0ア

72，5281

．2586

．8890

。7095

．24

0．020610

．018720

．017240

．015790

．01528

αOl2920

ρ13H

醸造學に關係深 い 酵崇の化學力學に就て

O．076410

，076060

．075ioO

．076630

．080520

．076880

ρ8536

耶均 0，07811

・・ nc … t・・詬σ．

　　　　　 glyeinin

表

0．051730

．046010

．042230

．039210

，038730

．034090

．03586

66．5777

．2073

．2090

．0894

．6495

．8596

．2796

．83

XIX

O．023420

．020440

．Q22％

O．021790

．022020

．017310

．014170

．01238

0、086880

、082930

．10α）10

．105780

．116010

，103000

．092200

．08654

李均 0．09502

0．058820

．05016

α056240

．054130

．055800

．045670

．038740

，03494

一 　　　　 　　　　　　一

÷卿 ・
鳳 π

・・
面 ｛晦 ・・嵩 ・ ÷・・ゆ 謹読 吻 嵩 纛 9

132619

β 126

．OO30

，1039

．6444

．8854

．9762

．7266

．9677

．76

Oρ48440

．047210

．048040

．046090

．C47610

．044820

．043410

．042500

．039710

．oa367

O．015950

．Ol7510

．019490

．020080

．023110

．023610

．028530

．027660

．027770

．a3241

O．013560

．Ol1850

．011790

．OI1300

．Ol1830

．011360

．011450

．011620

，011210

ρ 1268

13．4220

．0924

．9232

．4743

．oo53

．1664

．7976

．4281

，988623

o．04go70

．047960

，045730

．050530

．053010

．057070

．056800

．062230

．061450

．06114

　L

0．016160

．017780

ρ18560

．022010

．025730

．030070

．033790

．040500

．042970

．04538

　 　 　 　 ゆ

　　 ‘つ9−
　 　 　 a − ¢

0．013740

，012040

．Ol1230

．O12380

．013170

．014460

ρ 14980

．017020

．017350

．01775

　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 亭均 0，0H87　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　卆均 0．01441

　上表に於て 三式の うち最 も
一致度の高 い もの丈 その準均値 を記載 し九。　Glycinin及燮 ll生

・1・・・… の ・・一 ・・噛 ・・ よ る蠏 櫞 で ・
｛ゐ1・9i・．1｝． の値・・職 りよ ・

一致 ・て ゐ ・

けれ ど も panc・ea ・i・tl。液に よ る蠏 褓 ・
｛訴 讒 の値・寧 ・一致 ・な・ で t− ．、，g、

i・・

　　 は 15分 に於 ける もの N 外 よ く
一

致 して ゐ る。　 「數式 の適合度は何に よつ て剰定すべ き
β
一x

か」（3）に述 べ た事を吟味す るた め これ等 K の牛 均値を夫 々 の式の K に 入れ て K の計算値を

算出 して これを實験値 と比較 して三式 の適合度を考 へ て みや 5 。

　　　　　　　　　　　　　　　　表　　　　XX

　　　　　　　・・n ・爛 ・・ ゐ
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一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan
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　　　　 時 間（分）　　　　　 15　　30　 45　　60 　　90　　 120　　 180　 24C 　　300

　　　　 實驗値　　　　　　　　　5Q．08　 6L85　 69．07　 73．80　81 ．25　 86．88　90，70　9524

　　　　謡 器 ・・781・ 5・ 1762 ．66 ・。。775 ．178 、．85 、6．169 、．。5 ，3．、、
（｝lycinin
　　　　 に よ る 計算値ー
ー

5Q3

亭均差

k

　 　 　 　 　 　 差 　　　　　　　　　　rO ．09　　十〇，8且　一1．QO　　−1．3フ　ー0．60　　十〇．72　　−0．35　　十1．40　　　　　　：kO．81

　　　　 賞驗 t直　　　　　　　　　　51．80 　66．57　72．22　83．20　90，08　94，64　95．85　9627 　96．83

變 性 毒・・9青 ・・95。25Z15
、9，83 ，6．，5− 81．64 、。、59 。，。 9。 69 ％ 639 。，4

gly℃ iIlin　t： よ る計
・
算値

回
　　　　｛

　　 差
一5．35 −3．26 −4．73 ＋1．56 ＋2．63 十3．74 ＋1．16 ＋O．36 −0．91 ±2．67

　　　　　　　　　　　　 表　　　　XXI

　　　Pan・ ea … 歯
時間（分）　　　　　 15　 30　 45　 60 　 90　 120 　 180240 　 300　 360　 zF 均差

實験 値 　　　　　 13．2619 ．8126 ．GO　30．1039 ．6444 β 854 ．9762 ．7266 ．9675 ．76

誡。，酷
・ ・Q11

− 842 ・ 1・ 3 − ・5・44．61… ．27 ・3．・・ 69．… 3．44
18：’t： よる計算値　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．＿．．＿＿

　　　 　　　 差　　　　　　　　　十1．55 唱O．03 −0．14 −1，27 −0．11 十〇．27 −1．30 −0．78　−2．09　十2．32

　 　 　 　 實！臉 ｛直　　　　　　　　　　　13．4220 ρ9　24．9232 ．47　43．CO　53．16　64．79　76．42　　8　L98　86．23
　 　 　 　 　 　 1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 しl

變 性 V殉 、
‘°9颪

＝°・°
14鯉 3．M ・α783 ・鱗 35 鋤 63鮒 鳴 75．918 α・。

glycin正n　　　　 1441に よ る計算値 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿．＿．一＿．一

　　
゜

　　　　　　差 　　　　　　　　　　一〇．61 ・−3．45　−5．86 −4，21 −2．95　十〇，13　＋1．43 　十5．84　＋6．07 　÷6 ．23　± 3．66

．・表・ 示 ・・堪 差 ・翫 （a 『謬）
− K 式適用結果の … b・ble　e・… と鰭 ・・して 嫩 す

れ歟 ・ 如 ・で あ る・ 上… X・實驗式 を（1）とし瓦 （。≒）
− K 式を（… け ・

　　　　　　　　　　　　　　　　 表　　　　XXII

　　　　　　　　　　　 Pancreatin⊥ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pancreatin⊥
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 跏　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 800

　　　　　　　　　　　（1）　　　　 （II）　　　　　　　　　　（1）　　　　 （工1）

　　　 Glyeinin　　　　　　：ヒO．8【　　　　」：2．23　　　　　　　　　　　　± 1．00　　　　　　± IA6

　　　 變性glycinin　　　± 2．67 　　　　　ゴ：2．26 　　　　　　　　　　　　　：ヒ3．68 　　　　　　± 2．43

　 この 表でみ る と一ヒの實驗式は 中村氏 式よ りも glycininの 分解結果で は よ く適合す る も變

性 glydnin の結果 では却つ て逋合が悪 い Q

　　　　　（iii） 新反應式の適用吟味

　上に記 した 如 く私は pancreatinに よ る glycinin及變性 glycininの分解結果 に可 な りよ く

適合す る反 應式を探索 し得 ナこけれ ど も pancreatin　O）濃度を異にす る ときは適 合す る實驗反

N 工工
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應式 も亦異る 。 かや うな反應式は ある特定 の結果 に い か に よ く適合す る として も殆 ど何等の

價値を認 むる こ とが 出來ない 。 私は少 くとも pancreatinの分解 に一般的に適合する反應式

を發見 しや う として更 に次の 如 く詮索 した 。 私の吟 味 しナこ 式の 中 で 、 何 れ も
一

次反應式ナこる

÷1・・毒 一 K の 形・甚だ よ く似ナ・ ものの みが嫩 的よ く船 しt・撒 に P・nc ・ea・・ の蠏

結果 に
一
般的に よ く遖合す る 反應式があ る と假 定 す れ ば その式 は 必 すや理 論的反應式ナこ る

11・噛 一 賦 ・何等砌 關聯があ らうと考 一 t・ ・
一方 中舐 織 。（a 一x ）

・− K 式 ・

於 ・ K ・
　 ・ 1 とす ・ ・きは 款 薦 式

一1−．冴（il．・ix）
− K を得・ か ・私 は同氏の式を以て二次

の
一
般式 と解釋 しナこ。

　 こ N に 於て 私は pancreatinの適合式 として 上 の や うな考察の 結果一次の
一般反應式 とし

・表暢 ≒
− K 式を縦 ・て ・の齢 度を吟味 ・てbt・・ この 式を適 用す ・ に ・先づ ・

の 式 の封數を と り

　　　　　　　1・g・K ・ K ’
　1・gt − ’・9 σ・9颪 ）

とす る 。 ’ は分解時間 、
x は 分解量 、 朗 よ全量で κ を％で示 せ ば a は 100で あ る。 こ の式か

ら leg　K 及 K ’

を 算 出す る方法 は 中村氏式の 揚合 と同樣に最小 二 乘法の 計算に よ る 。 そ う

して 10gK及Kt を算出 し得たな らば、こ 0）値 と a ニ100とtの數 とを上式に 入れ る と夫 々 の t

に 對 して x の 計算値 を算 出す る こ とが出來 る。 か や うに して得 ナニ結果 は次の 如 くで あ る。

　　　　　　　　　　　　　　　　表　　　　XXIII

　　　　　　　l、，1・蠹 一K

　　　　　　　　　　　・一 ・噛 　 　 　 　 　・一 ・
’
n諭

　　　　　　　
尸

芬顯 一
一

　
冖

芬薊 一

　 Glycinin 　　　50．08−・95．24　　0．091598　　0．4a364 　　　　13．26−75、76　　0．0087704　 0．70963

　　變性glア・inin　 51．8。−96．27 　 0・066604 　 0・58398 　 　 13・42−86・23 　 °・oo54t360 ・85531

　こ L に得た K 及 K ノ

の 値7e以て 算出 しナこ x の 計算値等は次の如 くであ る。

　　　　　　　　　　　　　　　　 表　　　 XXIV
　　 　　 　　 　　 　　　 ．　 1
　　　　　　　P・n ・爛 tm

歪06
　　　　 時間 （分）　15　　　30　　　45 　　　60　　　9D　　　I20 　　　180 　　　240 　　　　　言†

＿ 繼 ：：：黙 翻 ：：；灘 鷺 ：騾 二1：lt

　　　　t　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 十3．61−8．29 ＝ 一一4．68　　　　 差 △
−2．22 −2．12 −1，76 −1・73 −0・46 ÷1・23 ＋0・31 ＋2・07

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 21．6且88　　　　　・a2 　　　4．92844 ．4944 　3．09762 ．99290 ，2116　1．51290 ．0961　4．2849　　　　 ＿」
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　　　　｛
變　 悔
晋lyeinm

醸逍學に闘係深 い 酵素の ’F！學力學 i；就 て

實驗f直　　51．80　　66．57　　72．22　83．20　　90．08　　94．64　　9S．85　　96．27

計算値　　52．56　67．UZ　75．74　8i 、89　88．03　91，88　 95．85　97．68

505

差　　△ 　　−Q．76　−0．65 　−3．52　＋1，31　＋2．05　＋2．76　　　0　　　−1．41

△ 2　　　0．57760 ．4225　12．3904　1．7161　4．2025
‘
7．6176 　　0 　　L9881

　　　　　　　　　　　　表　　　 XXV

　　　Pan・・・・… 論
時間（分）　15　 30　 45　　 60　 90　　120　　180　 240

寳驗値　　13．26 　　19．81　26，00　30．10　39．64 　44．88　54．97　62 ．72

寺6，12−6β4 澪＿022

28．9148

一 理・

翻謡澱 櫨撫 瀦 蠶灘

鞜 騨
：1：1騾 鎚 1望塾ll：鍵 1鑛 L

30066

．96360

　　 計

75．76

　　　　 △
2　　　2．4Q250 ．1156　1．3441　1．9600　1．664 且O．2304　0、2601　5ρ625　L9881　0．8619　　　　　2L892 」

上・鵬 果 ・ ・・ … 674・・4篝 ・ よつ ・ P・・ba・一 ・算 ・・て蔽 漏 、
＝・　K

・ ・れ と蹶 ・や ・・ 表1・・論 一 K 式・ 1と し表・ 轟 ≒1
− K 式・ IIと し … b・bl・

error の符號を雀略 した 。

　　　　　　　　　　　　　　　　表　　　 XXVI

　　　　　　　　　　戸
一 ・・ゐ 　 　 ？anereat ・・8．

　　Gly … ln （1， 1：ll　　　　 l鴛
　　變性 gl帥 ｛盖 1：1：　 　 1：1：

．・．・
’
eの 蹶 に よつ ・何・硼 合・於・ も卸藍

一一 賦 ・表嚥 し）
＝ ・ K 式 ・りも

よ く適合 して ゐ る Q その probable　error の 小なる こ と及正負の差の occ ・lrence 等を みれ ば pan−

・ ・・・… に よ る ・1・・・… 及變性 ・1・・・… の蠏 は新薦 式・・ る 盞1・・∴ 一 ・ 式 ・從つ て

行 は る N こ とを認 め て可 い と考へ らる n 私は他 の 著者の 例で も同様の結果 を認 めナこ。

　以上のや うに して 私は pancreatin の分解結果に一
般的に適合す る反應式を發見す る こ と

が 出來た と思ふ 。

　上記 の吟味に よ り時間を燮數 とす る Pepsin 及 papain に よ る 分解は glycinin 及變性
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・・・・・… と も中村 氏走 。（。≒）
− K 式・從ひpan ・ e・… に よる蠏 は兩蛋饌 とも新反蹴

t・ る表 1・・諍广
K 式 蹤 ふ ・ と脚 り得ナ・・

　　　　　脂肪分解酵素の 化學力學に 關す る研究

　ヒ記の如 く私は蛋 白分 解酵素に よ る 大豆蛋 白質の分解結果 に數式を適用 して夫 々 の分解結

果 に對す る適合式 を定 め tc。 茲に は脂肪分解酵素による大豆油の分解結果 に數式 を適用吟味

しナこ結果 を記 さう。

］P ］．
試料 とし硼 ひナ、 規 油體 年製鮴 式會黼 水瑚 黼 製品 で 1cc．の 蠏 に凱 て舞

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 （1）

NaOH 　zF 均 5．6813 なる數掌をli｝た。
　 lg の分解に對する KOH の mg 數は李均190・8を得

た が酵素に よ る分解試験に は 便宜 L ピ ペ ツ トで綵取 しナこので 、爾後分解の程度算出に當つ て

は lcc．に對 し常 に 5．6813な る數字を用ひ た D 酵素 と して は papain 及蓖簸子 lipaseの二種 を

用ひ た 。 前者は蛋 白分解酵素 として 用ひた もの と用 じもの で後 者は千葉縣産蓖麻子 を用ひ て

製 した 。 その製法は こ N に は省略す る。

　　　　 （i）　Papain
　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 （2）

　PaPain　lipaseが CaC12によつ て作旧の促進せ る こ とは Sandberg及 Brand 氏に よつ て 明

にせ られ た 。 依 つ て 大豆 油の papain　 lipa9．　e に よ る分解試 驗に當 り先づ 加 ふ べ き CaCl2 の

最適量を定めナこ。 （1  ，の 大豆油 ＋ 3cc．』．6．2の緩衝液 ＋ O・19　papain）0）40
°

に於 け る分 解

で は 0．039 のCaCl2・6H20 を加 へ ずこ もの が最 もよ く分解せ られ たか ら こ の 割合 で CaC12

を加 ふ る こ と N しナこ。　Lipaseに よ る油脂の分解で は酵i素 と油脂 とよ く混和 して　emulsion

の1伏態に 保つ こ とは最 も必要で ある。 酵素そ0）もの の分解力が 強 くて も emulsion の1伏態を

保た ぬ も0）は分解量 も僅少た る を 免れ ぬ 。 而 して 夊 emulsion の 歌態を 保つ もの で も時間が

經つ と漸次 油脂は分離す る傾向ある放攪拌混和 の操作 は酵素に よる油脂 の分解 に當 りて は最

も必 要 な操作で あ る。 大豆 油に papain を作用せ しめ る に當つ て は この 理由に よ り先づ緩衝

液に CaC12 及酵素を加 へ 白金線で よ く混和 して後大豆油を加 へ
一分開手で よ く振盪 し筒30

（1） 木付氏澤獨逸油脂標準試臉法ニヨ ル

（2 ）　」
’
o ／it皿 ．　 of 　B 廴  L　Chern・，6盛・　59　（1925）
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分苺 に
一

分闘振 盪 して 混和 した 。 分解後 の 滴定に當つ て は 85％ ア ル コ ール 8cc．で數回に よ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
く混和洗滌 しなが ら別器に とり　phenolphthaleinを indicatorとして滴定 しナこ 。 實驗方法 を

略記す る と次 の 如 くで ある。

　3¢ c．緩衝液　m ．6．2 ＋　1cc，3％ CaCl2■　6H20 ＋ 0．15g　papain ＋ 1cc．大豆 油；40
°

而 して 各時 開 とも大 豆油を添加せ ぬ blanktestをな し差引計算 した 。 結果を表記 しや う。

1

時間（分）　 30　　 60

1／2NnOH 　　　O．33　　0．47

分 解　％　　　　5 ．83 　　8 ．36

　　　表　　　 XXVII

90　　　　120 　　　　180 　　　24Q 　　　390

0，62　　 0．75　　 0．87　　0，92　　　　1．11

！O．94 　　 13．24 　　15．36　　16．24　　 19．59

ユ800　　 2880

L52　　　　L77

26，83　　 31．24

　　　　 （ii） 蓖 痲 子 lipase

實驗方法を略記せ ば

icc．緩 画液 「  ．6，2 ＋ 2cc．大豆油 ＋ 0．2− O．5g 酵素粉 ；40°

　　　 こ の 揚合 に は papain

とは異 り大豆 油 と酵素粉 との混和は良好で あ る 。 30分毎に 手で よ く振盈 した 。

　　　　　　　　　　　　　　　　表　　 　　XXVIII

0．29 酵素粉
　

分解 時 間（分）

　 　 　 30

　 　 　 60

　 　 　 120

　 　 　 160

　 　 　 200

　 　 240

　 　
Hl

分解 ％

17．6022

．3626

．5830

，8033

，6237

．49

o・39 酵素粉
　

分 解 時間 （分 ）

306

〔＞

90120180240300350

實驗結果に 對す る數式の 適用

分解 ％

24，8233

．2640

．8046

．4855

．0061

ρ264

．6866

．62

　 O・59 酵素粉
ダ 　 　　　　 　　　　　 　　　　
分 解 時 間 （分）

3069go120180240300330

分解％

42．24 ．

542163

、8070

．9377

．oo80

．5285

．458694

私 塒 隴 燮數 としナ・蛋饌 の蠏 結果 蠍 式の酬 騰 夷1・・悉 訳 （・）叉は

翫 （。≒）
− K （II）式・何れ かの励 て ・ ・齢 す… を知 り得・・ので 上記大豆油・

papain 及菎廣子 lipaseに よ る分解緒果に對 して これ等 の式の適用を試みた 。

　　　　（i）　　　Papain

N 工工
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　 　　 　時間（分） 30

　 1　　　　寶驗 1直　　5．83
K ＝＝
0．008878 　言†算二値　　　7．15

細

蔭造學に關係深 い 酵素の 化學力學 1：就 て

　　　　　表　　　 XXIX

60　　　90　　　120　　180　　　240　　　390

8，30　 10．94　 1324　 15．36　 16．24　 19、59

9．14　　監0．58　　11．72　　13，52　　14，94　　23βq

1800

26．8329

．27

2800

31．2433

β8

計

差　△

蔽，直

｛

一L32 　−0．84　十〇」36　÷L52　十L84　十L30 　−3．76　　　　　　　−2．66　十5．02−11．00 富 一5．98

且．74240 ．7056　0．1296　2，31043 ．3856　L690 〔）14，13765 ．9536　6．9696　　37．0244

　 7．01　　9．49　 10．62 　 1L81 　 13．65　 15．12　 17．87　29．03　33．19
　 IIK
＝　　 −s

O．18534・10
　　　　 差　　△　　−1．18　　−1．19　　＋0．32　　十1．43　　÷！ン 1　十！．】2　　十1．72　　

−2，20　　
−1．95　十6．30L6．52＝−022

Kt ．

O．41283 △
2 　 1．39241A161　O．1024　2．（M49 　292411 ・2544　2．9584　4．84CO　3．802520 ・7352

兩式の 適用髞 が・ ・ … 674・・ ノ鐸 ・・よつ ・ … b・b・・ err… 黜 して比 較す・・漱

の如 くで あ る ・

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 I　 　　　　　　 II

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 ± 1．55　　　　　　　　　　± 1．16

　これ に よ る に IIの方が 1 よ りも遖 合良好 で ある。 私 は Sandberg氏 の 01ive 油の papain

に よ る分解結果 に 上 の 兩式を適Kl］して みたが矢張 II 式の方が よ く逋合 しナこ。 然 し何れ の揚

合に も正 員の差の 　occurence は at　random で な くて
一

定の傾 向を認めた事 を考へ る と完

全 な適合 とは稱し得ぬ が 、 これ恐 らくは分解の當初 と末期に於け る溶液の粘脹度を異にす る

がた めに酵素の dispersltyの甚 しく異るに基 くもの と思 は れ る。 何 れに もせ よ「差 △」 の 大き

くない こ とよ り分解の基本反應式 として 1よ りは寧 ろ IIの方を認 あて可 い と思ふ 。

　　　　　（ii） 蕗
・
麻 子 lipase

　上記 三例 に於ける 1及 II式 の適合 を吟 味しや う。

　　　　　　　　　　　　　　　 表　　　　XXX

　　　　　　　 O．29 酵素粉

　　　　　　　 時間（分）　30　　　60 　　　120　　　160　　　200　　　240　　　　　　言t

鑰騰謙諜畿li蘊 r

噛霧穩 鑑ii讖靄1蘿纛
一
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圃 灘 瀰 撚 纛 粥

寵 牒
蹣 欄

塑
鰤 鰤

P・39・酵 素 粉

時…間（分）　　30　　　60

實驗値　24．8233 ．26go40．8012018055 ．0024030035066 ．6267

．92

計

十2．4i−2．31 ＝十〇，10

4．3396

L

副 翆
。

撚 翻 臘 翻 爛

・

｛

△ 2　　　 1．6384　1．18810 ，6889　0．3249　0ρ441　0．75690，2704　0．G529　　4．9646

0．59 酵 素 粉

時間（分） 30 　 60 　 90 　 1X）　 180 　 240 　 3DO 　 330 　 　 　 計

實驗値　　42．24　54．21　63 ．80　70．93　77．00　80．52　85．45 　86．94

言1算 f直　　43．39　55．40　63．36　69 ，02　76．72 　81．76　85 ．32　86 ．73

十2．88−2．72；尋O、16

十2．97磚3．58；−0．61

8．2573

　　　II 　 　 計算f直 40 ，1855 ．9464 ．827 ！．5277 ．6880 ．3384 ．4885 ．85

1〈＝2，9663・10 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
．．一一一一一

　 　　 　 　 　 　 差 　△ 　 ＋2・06　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 −L73　　−1．02　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　−O．59　−0，68 　　十〇．19　÷O．97　＋1．09 　十4．31騨4．02 ； 十〇，29
1〈1　・ °・91754 　 △

・ 　 4．2436 ・2．99291 ．。404 。．34810．4624　O，0361　O．94。91，18811L2525

　 上記 の結果か ら probable　error を算出 して 比 較すれば次の如 くな る。

　　　　　　　　　　　　　　　 表　　　 XXX1

　　　　　　　酵素粉　　　　　　　　　O．2g　　　　　　　　　O．3g　　　　　　　　　Q．5g

　 　　 　 　 　 　　 I　　　　　　　　　　　」：O．86　　　　　　　　　：辷O，57　　　　　　　　：ヒO．79

　 　 　 　 　 　 　 　 11　　　　　　　　　　　出O．8B　　　　　　　　：ヒO．61　　　　　　　　 ：ヒO．92

・れ ・ よつ て み ・ ・

璽
嘶 伽 ・・よ る鰈 果 ・ 飆 ≒ 一 賦 囎 ・

認 める 。 爾 Willstatter氏等の蓖痲子 Iigpase・に よ る分解結果に於て も 1は IIよ りもよ く適

合す る こ とを認瘢 これ黝 ・今味結勦 らみて 飜 子 1i… e に よる蠏 は表」・・誤
一

K 式 蹤 ふ ・の ・思は れ る ・ 溂 ・ 陬 ・・i　lipas・ の表 面 ≒）
− K 式 ・・從ふ ・妣 ・て

興味あ る こ と
’
」思ふ 。

　以 上の 如 く私は各種の酵素を用 ひて行つ te蛋白質及油脂 の分解結果に適合す る數式を吟味

・中村氏蟻 。 （嵩 、
＝＝ K 式・又・新反麟 ・表1・・

。与 賦 銅 れ か・
・
よ ・船

す る こ とを知 り得たので私 は酵素の 化學 力學 に關 して 多大の興味を感す る に至つ た 。

　（1） Zeit・ph ア蒐oL 　 cl・e 皿 ．， 134，161 （1924）
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　　　　 邁合數式の 詮索に就 て

　酵素化學に於て 從來の多 くの研究者の數式に關する研究の態度は大凡二 つ に區別せ ら誉る

一つ は酵素作用 に與 る諸 種の條 件を考 慮 して理論 的に 數式 を誘導 して それ を夏 に實驗結果

に適用 しそ の結果 よ り當初の 理 論の 正 否 を吟味 しや うとい ふ 行 き方で 、 他 の 一つ は 理論 は兎

に角 として 多 くの實驗 結果 よ り所謂實驗式 を誘導 して これを更 に 他 の實驗結果 に適用 して そ

の數式の適合性 の程震を知 らん とす る もの 或は既に先人 に よつ て提唱せ られた る 數式を 自己

の 實驗結果 に適用 して その 數式の適合性 を確 めや うとす る行 き方であ る 。

　何 れ に もせ よ實驗結果 に完全 に適合す る數式を决定す る ことが最肝要で ある 。 茲 に數式適

合 の意味につ い て聊考 へ て み度い 。 完全に且眞正に（見懸でな く）適合す る數式は化學變化 に於

け る軌道を意味する 。 反應 に與 る物質の 根本の化學性又は 反 應機構 はか くの 如 き數式 に よつ

て示 され て ゐる もの とみる べ きで ある。 故に完全 に 普遍的に適合す る數式 ありとせば それ に

ょ つ て反 應に與る物質の 化學構機を察知 す る こ とが 出來 る筈で あ る 。 それ故 にか くの 如き完

全 な數式は不明なる化學性夊は反應機構を明にす る一の重要なる關鍵であ る とも稱 し得 る。

酵 素 作用 に於 て 完 全に適 合す る數 式を發見 せん と して 多 くの研 究者の これ に邁 進す る の は

誠に こ の故に外 な らな い 。 上の研究態度 の何れよ りす る も要す るに完全 に適合 す る數式 7e發

見す る 二 とが最大 切であつ て い か に 理論の最善を蓋 しナこ と認 め らる もの で も實際の實驗結果

とよ く一致せ ぬ ものは少 くともその理論 に不備不完全の あ る こ とを認 めなけれ ばな らな い 。

夊理論上の瑜索は な い に しろ常 に完全に適合す る如き數式あ り とせ ばその數式 を愈重 し夏に

・れ ・ つ い て 都 べ きであ ・ ・ 例 一 ば ES ・hl… 暾 竜
一K を J… htit・氏 腰 に ・吟味

して稀薄 pepsin溶液に於ての みよ く遖合す る こ とを認 めナこの で 「Pepsinは稀薄液 にて 二 つ の

complex 　 moeCule に解 離す る もの であ らう。 　稀薄 溶液に 於 け る一般の 解難 は 恒温恒壓 に

於 て濃ge… 9t・r根に鯏 す る もの で ある か ら番
一 K 式 は

一
つ 蠏 黻 に相當 して ゐ る 」

と して 理 論 的諡 明を試み て ゐ る如 きで あ る 。 J．Sch’Litz氏の 溌に つ い て は別項に於て 私は考

究 してみ度い がとにか く普遍的に適合する數式につ い て は か くの 如 く更に研究を續 くべ きで

あ る と思 ふ 。

　か く考ふ る ときは從來の研究結果は單に完全 な る數式に到邏 して ゐな い か らとい ふ 理 由か

らで な くて數式適 合の意義か ら考 へ て その研究態度の 物寔らぬ ものが甚だ多 い の で あ る 。 こ

れ一つ には 既に述 べ tten式の適合度は何に よつ て判定す べ きか に つ い て 從來教へ る所 が殆ん

ど無か つ たか ら數式適用結果を誤認叉は過 信 しτ宛 も完全 なる數式に到邏 したか の如 くに考
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へ それ以一ヒに攻究 を進め な か つ た に も因 る こ とが多 い と考 へ られ る。

　以上の 如 く考ふ る 時 は特殊の實驗結果に の み適合する 如 き數式はい か に よ く適合 して ゐ て

もその 價値甚だ 少い もの とい は な ければな らない 。 又數式の適合は以上の如き重要 な意義を

有 して ゐるか ら一度適合 を誤認 叉は過信す る とtllkに して そ れか ら謬 た學説 を誘導す るこ と

となる ・ その例は別項に於 て述べ て み 痴 。 故 1こ數式 のraaig吟味す るには勵 て 齷 の態

度 を必 要 とす る もの と思 ふ 。

　　酵素に よ る加水分解作用に於て一般反應式の存在 し得 る もの な りや否や

　 「es素の化劉 丿學 に關する研究の漑觀」 に 於 て述べ t：m く從來多數の研究中例 へ ば 只
一
種

類の 酵素に つ い て も普逓的に適合 す る數式を發見誼明 せ られた もの は皆無 とい つ て 可 い 程で

ある。
一

見完全 な適合 を示 した か に み え る式で も他 の研究者 に よつ て 否定せ られ て ゐる例ぼ

甚多い 。 夊否定の論がない もの で も私の 逃べ た數式適合 の判定法 に よ る と完全 と思 はれ る證

明は殆ん どみ る こ とが 出來な い 、か く考 へ て み る と各種の酵素に共逋す る反 應式の 如 きは到

底思ひ も及 ぼ ぬ 所 であ る とも思はれ る。 飜て 一方酵素に よ る 分解 に與 る 各種の條件 を考 へ て

み ・ と比勸 騨 な ・h・m ・・m に よる と思は t、る鰭 の蠏 に於てす ら Mi 、haeli， 氏繁 よ

る と可な り複雜 な取扱 ひを要す る DMichaelis 氏等の 考 へ 方は 同氏の誘導 しナこ式が尚事實 に

よ く
一致 しない の で夏 に複雜 な取扱 を要す る とされて ゐ る。 とする と備更反 應速度を 示 す數

式 には到逹 し得 る望が少い 。 これか ら考 へ て も多種多樣の分 解産物を生 す る蛋 自質や 澱粉の

如 きもの は伺更分解速度を表示するや うな反應式のあ り得 る もので な い とい ふ や うに も一部

の酵素化 學の研 究者は考 へ て ゐる 。 然 し
一

方 に於 て酵素に よ る分解は多 くの揚合結 局加水努

解 に歸す るが故 に chem 三sm か ら考 へ る と割合に簡單な事 にな り、 池 とへ 分解 の途中に於て

唇種の分解産物が出來て も我 々 の定量す る分解産物例 へ ば澱 粉 に於 け る 葡萄糖 の如 きものが

全反應期間を逋 じて大 體一
定の規則の 早 さで分解 して ゆ くといふ 風に も考 へ られない ことは

な い 。 この 考 へ が至當な らば 普遍的に適合す る 反應式は存在 し得 る こ ととなる 。

　　　　 中村 氏反應式及 新反應式 の 普逓牲 に就て

　既に違べ te如 く私は私の 實驗結果に よ く適合す る數式を發見す るため從來の 主な る反應式

を適用吟味 して 何れ も不結果 に終ナこが 只中村氏 式の みは　pepsin 及 papain に よる glycinin

及變性 glycininの分 解結果に よ く適合 しナこ。　Pancreatinに よる分解結果で は同氏の式 も不

（1）　Miohaelis，　L ．　u ．　Me 靴 en
，　M 　L ．；− Biochem ．　Zei転 ， 49，333 σ913）
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齪 で あつ t の 硬 に飜 の褓 逾噺 反應式 缶1・・誤广
K に薩 し・ ・卿 ・よつ て

滿足 せ らる る こ と脚 た ・ 中村氏購 棄 』こよ紛 解髞 で は S・hiit・ 氏式
▽ア

＝ K 蹤 ふ と

せ ・ ・の及竕 子 反應式÷ 。 （召
一x ）

− K 蹤 ふ ・ せ ・ ・の 舸 ・ ・多 ・ 酬 ・ この 献

か ら ・… を得・ ナ 。（漏
一 K をi辱た ・ 周 け る 蹤 來の竕 孑反應式 とな り・

t− … け ・ ・赤 。（。≒）
＝−K ・な つ ・ 同氏の式は この 試 ・船 し・ か に考 一 られ

t・・ 然 ・私 C… hti・Z 賦 み 一K ・
・
全 ・ 鷦 味の もの で あ・ … 知 … 9・9・村氏式 ・

私の 到逹 ・慚 反麟 弄1・・涛 一 K ・は K ’
− 1 け れ ば知 從來の 款 及一次蹠 式

とな るの で 中村氏式及新反應式を二 次及一次 反應式の
一般式で あ る と考 へ tこ。 か く考 へ でみ

る と私は これ 等の 式 に非常に興味を感 じ試み に 既に發表せ られ た る各種の酵素の實驗結果に

適用 して みた處 、 上の兩式の 何れかに よつ て満足な適合 を示 し不満足な る揚合 は極 め て 稀で

あつ ナこ。 且酵素の種類 と　substrate の種類
一定なる 時には適合す る數式 も上の うちの

一
に隈

る こ とを明に しナこ。 例 へ ば pepSin　に よる蛋白質の 分解は常 に中村氏式に從ひ pancreatin

に よ る蛋 白質の分解は常 に新反應式 に 從ふ の で あ る 。 か や うな事が明にな つ て み る と酵素作

用に於ける一般反應式は實際上存 し得 る ものでない とい ふ 考 へ は棄てなければな らす上記二

式の完全 な適合 をみ な い 揚合は寧ろ例外 で あつ て その揚合 は 二 式 の適合 を妨け る何か 特別の

作用が干與 して ゐ る とみ る を至當とする と考 へ る に至ナこ。

　一次二 次の 反應式の 揚合 と同樣三 次以 上の反應式 の
一般形

　　　　　K 　 ＝：÷・ 嵩｛¢ 一｝）” −1
−

。
轟1｝

に於て も t の代 りに ∫
K ’

とせ る反應式を考 へ 得 る。 私は三次の
一
般形を も酵素の分解結果

に 可 な り多 く適用 して みナこが未 この 式に從ふ 結果 には接 しな い 。
一一SU化學反應 に於 て も三次

以上 に從5、ものは甚だ稀で あるの と相對應 して ゐる。 私は ある種の二 成分系溶液の詰度の變

化 に於て この 式が よ く常篏 る こ とを證明 し得た 。

　中村氏式 と私 の新反應式 は只に時間を變數 とす る酵素の 分解作用に於て のみな らす比較酵

素量や SubStrate の量を變數 とす る分 解結果 に もよ く當篏 る こ とを知 り可な り應用の 途が廣

い らしいので これ等の式を一 々 呼稱又は記載す る煩雜を避 けるt め と尚 これ 等の式は從來の

一次乃至多次 反應式 の
一般形 と見倣 さる る故夫 々 相對應する 反 應式を 示 す便宜上 よ り私 は假

に次の如 く命名 しナこQ
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1
〆

1　 　 x

10g　　 ＝ K
　 a − x

　　　　　　 ＝K
〆4 （a

エ（ −
xl

（

）

1　　　1　　　2ax− x2

’
K／ 2a2 （a − x ）

L一

T ．N ．　 N ，1．

T ．N．　 N ，　 II．

T ．N ，　 N ．　 III，

茲 にT ・は 私の 鰤 田艚 螂 姓 N ．は 表
N ．は私 の夫々 頭文字を とつ ナこもの である 。

　　　 ＝ ・ K 式 の創定 者中村氏 、 最後の
aCa − x ）

こ の 研究は 豊年製油株式 會肚 々 長杉 山金 太郎氏の 不断の 御 鞭撻 と恩 師 网所哲 太郎先生 の 御

指導の賜 であ つ て茲に 謹で謝意 を表す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　 （於北海道帝國大學 農學部生物化學（田所）研究室）

｝

　　　　　　　　　　　 酵 母 の 利 用 法

　酵母の利用法 と して は 、從來は此 多 量の蛋自質に着 目 し 、 それ よ り肉エ キ ス 類

似品の製造を志 した人多 く、 即 ち Peeters，
　Goodfellow，

　Wahl 　 u ．　Hefiius，
　Johnson，

O ．Sullivan氏 等が獨 特の 方法 を考案 して特許を得て 居 りsLebbin 氏は
“Ovas

”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
な る酵母 エ キ ス を作 り、其効果を試驗 して 居る 。 從 つ て 其製品 も即ち葡記

LCOvas ’

の 外 Sitogen，
　Siris

，
　Wuck

，
　Bios

，
　 P．ana 等多數に喪出 され て居 ｛）　

、 其の榮 養價に

就て は Beythien
，
　 Wolff

，
　 Micko 等の 諸氏が硯究 して 何れ も Licbigの 肉 エ キ ス

に勝 る と云 ふ 結果 を報 告 し 、 且 つ 椎 獎 して 居る 。

　躑 十1大 戰に於 け る各國の榮養晶の缺乏は 、 新食料品 の肝究 調査の 目を此 酵母 に

向ける様 にな つ t二。 就中 、嬲逸 、 露國等に於 て詳細な研究 が行はれ 、 酵母は今や

立 派に食 料品化 され て 居 る 。 殊 に面 自い 事は酵母が盛ん に 乾燥粉末 と して 使用 さ

るるに至つ た事 である が 、 最近 Nadson 氏は露 曇酵母利用の現況 に就て 詳 し く報

告 して 居 る 。

　之 に依 れば露國に於 ては大 戰に依 る食料の危機を救濟 する爲 めに酵母利用の委

員會を設け ，
　1917年一1918年にか け國内の療養所、學校、病院 、個人等の協力に依

つ て研究 をな し 、 非常に良好 な結果を擧けて 居 る 。

　即ち其報 告の 2 、3 を引用 する な らば 、 乾燥酵母毎 口30瓦の攝取は全然無害なる

の み な らす 、非常に 榮養的効果があ る と云 ひ 用 法は コ ー ヒ ー、牛乳等の 飮料、粥 、

ス
ープ或 は馬 鈴醤 ・ 肉類の カ ツ レ ツ 等 に混ぜ て用ふ る と甚だ食 し易 い と言つ て居

る o 患者に對 して も胃腸の障碍や尿の異常を起すこ とな く 、 立派な榮養品 、 滋養

品 として の効果 を示 し 、 叉乳幼 兒に用ひて も、 何等の 嫌悪其他 の悪影響な く 、實

に酵母は動物蛋 白の 代用 をなす とい ふ 事を病院の報告 と して 記載 され て 居 る 。

　吾國に於て も最近所 々 の 醫家 、 病院で酵母の 價値が臨床的に 盛ん に實現 されて

來ナこ。 最近鈴木博士 は バ ト Pt・一ゲ ン な る ものの榮養試験 を行ふ に際 し 、 酵母の 添

加に依 る優秀な る効果を報告 して居 る。
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